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　ええっと、どこまでだったかな？
　確かこのあたりだったはずなんだけど……。
　あ、そうそう、ここだ。あったあった。
　それじゃあ、続きをここから。
　はじまりはじまり。

　――空は青さを増して、大きな雲が西へと向かっていた。太陽はまだ高く、草花をきらめかしている。
　選んだ道に後悔はなく、僕はまっすぐと前を向く。しっかりと踏みしめることが決意の表れ。男の子の僕は勇ましい。胸を張って堂々と。少し大げさに歩いてみよう。
　おやおや、カニが横切ろうとしている。爪を開いて手を挙げて。前を向いているのに横歩き。僕を見ながら横歩き。
「やあ、カニさん。こんにちは」
「いやはや、こんにちは、こんにちは」
「これからどこへ行こうとしているの？」
「どこへも何も、君の方へと行こうとしているんだよ」
「だったらそっちじゃないよ、こっちだよ」
「判っているんだ。もちろんそうさ。でもね、まっすぐだと上手くは行かないものなんだ」
「どうして？まっすぐの方が近いのに」
「そうだね、確かに近いけど、君を知るには短すぎる」
「僕からそっちへ向かおうか？」
「申し出はありがたいけど、遠慮しようかな。僕は君をもっと知りたいんだ」
「でもそっちに行ったらどんどん離れていくよ」
「構わないさ。ぐるりと廻って僕はまたここに戻ってくる。そしてそのとき僕は初めて君のことを知るんだ」
「それまではずいぶん遠いんだろうね」
「だからこそ、僕は今を覚えているだろう」
「きっと僕も忘れないよ」
「ありがとう。だったらもう安心だ。ここから先も無駄はない」
「いつかまたどこかで」
「いつかまた。ぼくはただ、遠回りをしているだけだから」
　離れていくカニに僕は手を振った。カニはハサミを何度かカシャカシャと閉じたり開いたりしてそれに答えた。
　カニを見送ったあと、僕は道をただ進む。
　変わらない景色、涼やかな風。上り下りもいつも通り。飽きない景色を眺めながら、ゆらゆらと頭を揺らしながら進んでいく。
「上機嫌だね、そこの君」
　跳ねたカエルが道の真ん中に飛び降りてそう言うと、ゲコゲコと喉を鳴らした。
「わっ！驚かさないでよ。危うく君を踏んでしまうところだった」
「何言ってんだ？前を向いているんだろ？だったら踏むはずないじゃないか」
「それでも突然現れたら驚いてしまうものなんだよ」
「おかしなことを言うんだな。驚くのなら、もっと大げさにするもんだ」
「どうしてそんなことをしなくちゃいけないの？」
「だって驚いているんだろ？怯えていないのなら、もっと楽しくすればいい」
「でもドキドキはしているよ」
「いいね。そこからわくわくするもんだ。思わぬことというのはそういうものだからな」
「不思議な気持ちだね。なんだか予想もできない」
「だからきっと、飽きないんだろうな」
「また君は驚かすのかな？」
「まさか、そんなことはしないさ。ただただ君に楽しんでもらいたいだけさ」
「だったら僕は、また君に会いたいな」
「それは解らないね。解らないから楽しいんだ」
　そう言うとカエルはぴょんと跳ねて離れていく。僕が手を振ると、カエルは振り返ることなくゲコゲコと鳴いて答えてくれた。
　平坦だった道が、不思議な道に変わっていた。相変わらずの道なのになんだかいつもと違って見える。
　もちろん疲れることもあるから、僕は小さな橋の上で立ち止まった。
「おーい、そこの君。影がずいぶん伸びているよ」
　橋の下をのぞき込めば、コイがパクパクと口を開いて見上げていた。
「でもまだお昼だよ？」
「ああ、そうか済まない済まない。どうにも急いでいたようだ」
「どうしてそんなに急いでいるの？」
「夜が早く来るんじゃないかと思ってね。そうなるととても不安になる。僕はどうにも心配性でね。君を見ているとおせっかいをしたくなってしまうんだ」
「ありがとう。でも僕は大丈夫だよ」
「いやいや、危なっかしいものさ。ああ、心配だ、心配だ」
「そんなに心配しなくても平気だよ」
「君は何も知らないんだよ？だから僕は怖いんだ」
「僕は何を知らないの？」
「ほらね、やっぱり知らないんだ。だから早く知った方がいいよ」
「うん、だから何を知らないの？」
「それは僕も知らないことなんだ。だから僕にも判らない」
「じゃあ、僕は知ることができないんだね？」
「そうだよ。ああ、でもこれで安心だ、安心だ。君はこれで、知らないことを知ったんだから」
「そうか、僕には知らないことがあるんだね」
「それはたくさん、たくさんあるんだよ。それはそれは知らないことばかり。大事なことも、たぶんまだ知らないんだろうね」
「いつか知ることが出来るのかな？」
「知らないと判っているのなら、それはきっと」
　コイは顔を沈めると川の流れに逆らって泳いでいく。僕が手を振ると、身体を振って水しぶきを上げた。
　そのまましばらく僕は橋の上で身体を休めていた。
　川の流れる音は気持ちよくて、漂う水の香りが疲れを癒してくれた。遠い遠い川を見つめながら、僕はいつもの深呼吸をして……

　おっとと、どうやらご飯ができたみたい。
　さあ、それじゃあ、下へ降りようか？
　手を洗って、食卓につこう。さて、今日の献立はなにかな？
　ほら、急いで急いで。
　それじゃあ、続きの旅は、またの機会に。
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